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最
近
は
、
格
差
社
会
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
懸
命
に
働
い
て
も
生
活
が

苦
し
い
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
方
、
医
療
の
現
場
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
日
数
の
制
限
、
療
養
病
床
の
削
減
が
決
定

さ
れ
、
身
体
の
弱
い
人
に
と
っ
て
厳
し
い
制
度
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。
全
国

的
な
医
師
・
看
護
師
不
足
。
特
に
地
方
で
は
、
医
療
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る
と

も
伝
え
ら
れ
、
ま
さ
に
激
動
の
日
本
、
激
動
の
医
療
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
物
は
全
て
、
逆
境
の
中
で
し
か
進
化
し
な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

安
穏
と
し
て
い
て
は
何
も
見
え
て
は
き
ま
せ
ん
。
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
、
物

事
の
本
質
が
見
え
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
厳
し
い
社
会
情

勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
変
わ
ら
ず
、
皆
様
の
健
康
を
応
援
で
き
る
、

安
心
と
満
足
の
医
療
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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生
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ご案内ご案内 INFORMATION

当院では、原則として「院外処方」としてお
ります。当院が発行した「処方せん」に基づ
き、調剤薬局でお薬をお受けとりください。

診療科

診療案内

診療日・外来受付時間

院外処方せん

内科・消化器科・外科・小児科

整形外科・耳鼻咽喉科・皮膚科

眼科・心療内科・精神科・神経科

麻酔科・リハビリテーション科

放射線科・泌尿器科・歯科

〒939-0243  射水市下若89-10  TEL0766-52-2156  FAX0766-52-2197
http://www.shinseikai.jp真生会富山病院

医療法人  真生会

24時間救急診療

全科往診在宅診療

午前８時30分～午前11時30分
午後４時30分～午後７時30分
午前８時30分～午後７時30分
午前８時30分～午前12時
日曜日、祝日、土曜日午後

平  日

(内科のみ)

土曜日
休診日

保険証は、毎月提示をお願いして

います。必ずご持参ください。

「総合診療システムの構築」

健診窓口
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健診窓口スタッフ

正看護師 ‥‥１０名

視能訓練士 ‥‥若干名

歯科衛生士 ‥‥１名

歯科助手 ‥‥１名

※勤務時間等、詳細はお問い合わせください。

応募資格／免許有資格者(取得見込み者を含む)

●院内保育施設あります。

●スタッフ募集に関するお問い合せ

TEL 0766-52-2156  人事担当/吉田

糖 尿 病･肝 臓 教 室

糖尿病教室は、

毎月、第２･第４土曜日 午前９時30分～午前11時

肝臓教室は、

毎月、第３土曜日  午前10時～午前11時

新館５階大講堂で開催されます。

糖尿病･肝臓病の基礎知識、日常生活の注意点、食事など、毎回

異なった内容を、医師、看護師、管理栄養士などがそれぞれの立

場から説明いたします。糖尿病、肝臓に不安をお持ちの方はもち

ろん、興味のある方、ご家族の皆様もお気軽にご参加ください。

●糖尿病･肝臓教室に関するお問い合せは…

TEL 0766-52-2156  新館１階｢総合受付｣まで

開催のお知らせ

情報室

土 田 史 高

人工透析治療がスタート
ふた  むら  あき  ひろ

内科医師 二 村 明 広

はな  さき  ひろ   こ

歯科医師 花 崎 広 子

「電子カルテ｣

最先端の医療技術で安心の治療を

真生会富山病院では、診療時間外の急

な病気に対し、年中無休で24時間日当

直医が対応しております。

午後7時30分から翌朝9時まで

午後12時から

救急診療24時間対応

平 日

土曜日

日･祝日

※来院する前になるべくお電話を。
※保険証は忘れずお持ちください。

0766-52-2156
●救急診療受付電話

新規事業拡張につきスタッフ募集

やすらぎのひとときを楽しんで 「年末コンサート2006」開催やすらぎのひとときを楽しんで 「年末コンサート2006」開催

内科医師
つち ふみだ たか ほり たかた ひろ

堀 田 孝 裕

「クリニカルパス｣

こどものむし歯予防

　年末の慌しい中、「年末コンサート2006」が開かれ、入院、外来患者

様、職員ら約200人がやすらぎのひとときを楽しみました。内科の刀

塚先生、心療内科の明橋先生、他職員

が中心になって毎年開催され、今回は、

内科の吉田先生や、患者様、業者さん

からの出演もあり、アットホームで

心の通うコンサートに「楽しかった」

「元気をもらった」などの声が聞かれ

ました。

　昨年11月15日（水） 射水市消防本部の協力

のもと、約150名の職員が参加して、火災発生

時の通報連絡、初期消火、入院患者様の避難誘

導及び梯子車による逃げ遅れ患者様の

救出訓練（公設消防隊による救出訓練）

を行いました。万が一の際、「患者様の安

全は私が守る」との強い信念と意気込み

を感じることのできる実践さながらの

訓練を展開しました。

　
健
診
窓
口
は
、
医
師
２
名
、
保
健
師
１

名
、
看
護
師
１
名
、
事
務
２
名
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
の
内
容
は

人
間
ド
ッ
ク
や
企
業
健
診
を
受
診
さ
れ

る
方
の
受
付
、
保
健
指
導
、
結
果
作
成
等

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
間
の
申
し
送
り
を

密
に
し
、
受
診
さ
れ
た
皆
様
か
ら
の

要
望
や
苦
情
は
必
ず
次
に
生
か
せ

る
よ
う
書
式
や
体
制
を
そ
の
都
度

見
直
し
て
、
毎
日
最
良
の
体
制
と
な

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
ご
夫
婦
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
長
く
共
に

生
活
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と

で
す
。「
妻
の
体
の
弱
い
部
分
が
判
っ
た

の
で
、
い
た
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
」
と
言
わ

れ
る
ご
主
人
に
、
奥
様
も
「
同
感
で
す
」

と
仰
っ
て
い
た
ご
夫
婦
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以
上

の
生
活
習
慣
病
健
診
、
保
健
事
業
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。
社
員
の
健
康
管
理
は

企
業
の
責
任
と
い
う
時
代
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、
社
員
の

健
康
に
配
慮
す
る
会
社
に
優
秀
な
人
材

が
集
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で

も
同
様
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
企
業
か
ら
の
要
請
に
も
キ
チ
ン

と
応
え
て
い
け
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

射水市消防本部の協力のもと消防避難訓練を実施射水市消防本部の協力のもと消防避難訓練を実施

真生会富山病院だより真生会富山病院だより

透析治療について、二村内科医師と、
チューリップテレビさんの取材の様子
透析治療について、二村内科医師と、
チューリップテレビさんの取材の様子



地域の皆様の健康を
スタッフ一同、 全力で取り組んでまいります。
地域の皆様の健康を
スタッフ一同、 全力で取り組んでまいります。

者様が何をお困りかに

耳を傾け、それをでき

るだけ解決することをモッ

トーにします。短い診療時

間を有効に。

患

眼科医師
たち     な  お  こ

舘  奈保子

部署との連携を密にして、
個々の患者様に適した

看護が提供されているか、質
の評価をしながら前進して
いきたいです。

他

 さか   い   たか   こ

酒 井 貴 子
看護部部長代行

域の皆さまの「お肌の

番人」として、皮膚の

健康を支援いたします。

地

皮膚科医師
はな  かわ  ひろ  よし

花 川 博 義

やなぎ はら まこと

柳 原   誠

膚表面に出現した皮膚

病変について、患者様と

共有した言葉で理解し合え

る場を作りたいものです。

皮

皮膚科医師

ま   なべ  やす  ひろ

真 鍋 恭 弘
副院長

耳鼻咽喉科医師

職員のやる気を出せる、

病院の発展計画を作成し、

実行し、更新していきます。

全

事務局担当理事

公認会計士

たち        おさむ

舘   修

者様・住民の皆様から『健

康のことなら真生会』と

安心して選んでいただける

病院としていきます。

患

人ひとりの「やりたい

こと、やるべきこと、

やれること」を把握・明示

して安全で活力ある職場作

りに努めます。

や    ご

野吾 みち子

一

看護部師長

(手術室)

科医師としても、医事

管理部としても、患者

様の立場に立った医療の実

践を貫きたいと思います。

歯

いな   だ   まさ  かず

稲 田 雅 一
医事管理部長

歯科医師

年は、「看護＋α」の技を

何か1つ身につけたいと

思っています。

今

なか  い

中井 ともこ
訪問看護ステーションこころ

             所 長

護師は、ケアのコントロ

ーラーと言われますが、

看護師長も、患者様・他部署・

スタッフとのコントローラー。

連携できる、調整役を発揮で

きる師長をめざします。

看

か   とう      あや

加 藤 礼
 看護部師長

(わかば病棟)

３

本を通してことばを豊

かにし、子どもの夢をひ

ろげられるよう、相手の立場

を理解し、一人一人の保育士

の和を保つようにお互いに

努力していきます。

絵

たちばな   ま  ち  こ

橘 真知子保育課長

年は、電子
カルテが稼

働します。
十分に準備

して、電子カ
ルテは便利だ

と言ってもら
えるように整

備します。

今

医局長

外科医師

ほん   だ 
  まさ  は

る

本 多 正 治

科は、今年、発展的機

能分化の年になります。

新たに２名の医師を迎え、更

に幅広い病気に対応できる

体制づくりを進めて行きます。

内

内科医師

(血液)

なた  づか  とし   き

刀 塚 俊 起

ッドサイドで役立つ知

識を一つでも多く蓄積

してゆきたいと思います。

音楽療法も続けたいと思い

ます。

ベ

内科医師

(呼吸器)

よし   だ   よし  まさ

吉 田 良 昌

年、新たに誕
生した診療

支

援課では、医
師の学術支

援

などを中心
に、三名で頑

張

ってきました
。今年は、いよ

いよ

電子カルテが
稼動し軌道に

乗る

と思われます
が、微力なが

ら全員

で協力してい
きたいと思い

ます。

昨

診療支援課主
任

おお    た 
  きょう   

こ

太 田 京 子

務部職員個々の力は、

去年一年間で大きく向

上致しました。これを効果

的に結集し、さらに付加価

値を高めたいと思います。

総

総務部長
よし   だ   たか  ひさ

吉 田 充 寿

り良い医療に不可欠な｢情

報」の力を活かせるシス

テムづくりを目指します。

よ

さか   ね  しゅん すけ

坂 根 俊 介情報室室長

子カルテ、オーダリン

グシステム導入に向け、

協力体制を整え稼動実現を

目指して働きかけて行きます。

電

ぬの  かわ きょう  こ

布 川 鏡 子医事課長

者様やご家族の悩みや

心配事に対して、親身に

なって耳を傾け、少しでも気

持ちを軽くしてさし上げら

れるよう努力いたします。

患

おお  かわ   ち   え

大 川 千 恵
リハビリテーション課

副主任

身
体
を
悪
く
し
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
精
神
的
に
も
つ
ら
い
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ど
ち
ら
も
一
緒
に
癒
す
こ
と
で
幸
福
な
状
態
に
戻
し
て
さ
し
あ
げ
た
い
、

そ
れ
が
医
療
に
携
わ
る
者
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

仏法に説かれている自利利他の精神に基づいて、安心と満足の医療をめざします。

●患者様本位の医療を実践します。

●24時間救急診療体制をとり、住民の皆様の健康と生命を尊重する病院組織を築きます。

●在宅療養を、全科往診で支援します。

●各科の特徴を活かした良質な医療を提供できるよう努めます。

職員信条

真生会富山病院

理 念

基本方針

１、真生会職員は、苦しみを除き、幸せを与える抜苦与楽を目的と致します。

２、真生会職員は、正確に迅速に確認第一を心がけ日々医療サービスの向上に努力致します。

３、真生会職員は、苦しい時こそ和顔愛語に努めます。

４、真生会職員は、和することをもって尊しとします。

真生会は、真実の医療に生きる会であり、それは私どもの職員信条に表されております。 

まず、最初に、医療の決して忘れてはならない目的を明らかにし、続いてその目的を

果たす為に、医療人として大切な３つの心構えをかかげております。 

院長
整形外科医師

こま   い         おさむ

駒 井  理

（順不同）

年は真生会の将来構想

を構築する年です。電

子カルテ導入、ＤＰＣ参入

と怠りなく準備に尽力した

いと思います。

本

副院長

眼科医師

はし  もと  よし  ひろ

橋 本 義 弘

２２

和
顔
愛
語
を
モ
ッ
ト
ー
に
、安
心
と
満
足
の
医
療
を
め
ざ
し
て



５ ４

年は、ＤＰＣ参入が本格

的になる年だと思います。

適切に推進したいと思って

います。

今

 さ  さ  き     まこと

佐々木  誠経理課長代行

おお  うら  はる   み大 浦 春 美

 看護部主任
(わかば病棟)

院時より患者様、家族とコミュニケーションを取り、何が問題か、何が必要かを的確に判断し質の高い看護を提供したいと思います。

入 者様に100％満足して頂

ける看護をお届けでき

るように、連絡・調整を心

がけ、チームワークの連携

を強化していきます。

患

看護部副主任

(手術室)

しょう   じ   のぶ    え

庄 司 伸 江

子カルテ導入の年とな

りますので、課内の足並

みをそろえ、新しい目標に向

かって少しでも向上してい

けるようがんばります。

電

放射線課課長
ひら    た    あき  よし

平 田 昭 美

者様と話をする時は目

と目を合わせ、患者様の

思いに立った応対を心がけ、

お一人お一人に対応させて

頂きます。

患

 し   みず  じゅん  こ

清 水 順 子医事課主任

者様を笑顔でお迎えし、

「真生会に来て良かった」

と思って頂けるような医療

サービスを心掛けます。

患

かみ  こ   ち  はる

上 子 知 春医事課副主任

者様が安心して診察を

受けられ、満足してお

帰り頂けるよう接遇向上に

努めたいと思います。

医事課主任
たけ   がき   ゆき   え

竹 垣 幸 恵

患

年12月より透析室の診

療に当たっております。

現在は１クールですが、市

民の期待が高い夜間透析を

実現したいと思います。

昨

内科医師

(腎臓)

ふた  むら  あき  ひろ

二 村 明 広

門領域の知識を深め、

新しい技術の習得を目

標とします。

専

耳鼻咽喉科医師
おうぎ     かず   ひろ

扇   和 弘

々増え続け
る脳血管障

害・

認知症の
診療、脳

ドッ

クによる
予防医療

を集中的

に行ってい
きたいと思

います。

年

 内科医師

(神経内科
)

おお   
た   ま

さ  なり

太 田 雅
也

近テレビなどでも取り

上げられている高血圧

や糖尿病、高脂血症などの生

活習慣病は、早い段階での治

療が大切です。心配な方はお

気軽にお尋ねください。

最

内科医師
 こ  ばやし　たか   ひろ

小 林 隆 洋

年も、ニッコリ微笑む

ことが出来るようにお

手伝い致します。苦しい時

こそ、和顔愛語を実践します。

今

花 崎 広 子
はな  さき  ひろ  こ

歯科医師

者様のニーズを尊重し

た看護計画の立案によ

って、信頼関係を保ち、その

結果が患者様の満足度の向

上につながるよう、頑張りた

いと思います。

患

 看護部主任

(さくら病棟)

かわ  さき  はな   こ

川 崎 華 子

確なデータを診療側に

提供する為に、精度管

理を充実させ、そのために

必要な整理整頓をしっかり

行うことを目標とします。

正

中央検査課課長
なる  せ         さとし

成 瀬   智

年、歯科では一足早く、

電子カルテが導入され

ました。スタッフ全員本当に

よく頑張り、乗り切ったと思

います。今年もより一層前進

致します。

昨

歯科衛生課士長
いな   だ

稲田 まどか

者様が安心、満足でき

るような環境作り、姿勢、

対応を心がけていきたいと

思います。

患

看護部副主任

(わかば病棟)

さん  が    み  な  こ

三 箇 美奈子

えち  ぜん  きよ   み

越 前 清 美

看護部主任
(透析室)

年12月より透析室がオープンしました。患者様に安心して透析を受けていただくことができるよう環境の整備、技術面の向上を目指していきたいと思います。

昨

をこめた看護を患者様

へお届けできるよう、

身も心も知識も磨いていけ

る年にしたいと思っています。

心

看護部主任

(外来)

ふく みつ    さ   な   か

福光 佐奈加

護の魅力と価値を感じ

られる職場環境の中で、

患者様の視点に立った安全・

安心で質の高い看護の提供

を目指します。今年も宜しく

お願いします。

看

 看護部主任

(さくら病棟)

おお  はま  やす   こ

大 浜 保 子

視鏡室は、昨年より、水曜・

木曜の夕方に胃カメラ

を行っております。本年は、

他の曜日にも夕方内視鏡枠

の拡充をはかっていきたい

と思います。

内

消化器科医師
まつ  むら  たか  ゆき

松 村 孝 之

いねいな説明と体にや

さしい手術をモットー

として、患者様中心の外科

診療に全力を尽くしたいと

思います。

て

外科医師
ふる  たに  まさ  はる

古 谷 正 晴

年も、痛くない麻酔、

長期予後のよくなる麻

酔を目指します。

今

麻酔科医師
はま だ と み お

濱田 富美男

かま   なか   とし   はる

鎌 仲 俊 晴

部署のリスクマネージ

ャーと協力して真生会

富山病院の医療安全により

一層取り組んでいきたいと

思います。

各

医療安全管理室副主任

薬剤師

者様が安心して治療に

専念して頂けますよう，

本年も経済的・社会的・精

神的側面から支援させて頂

きます。

患

あ   べ   もと   こ

阿 部 素 子
医療福祉相談室主任

医療ソーシャルワーカー

子カルテ導入へ柔軟に

対応し、病棟ではお薬

を通して患者様に安心とご

満足をお届けしたいと思い

ます。

電

薬剤課副主任
まえ   かわ   さ    なえ

前 川 早 苗

年も「正確に迅速に」

を心掛け、待ち時間を

短くし、患者様に満足して

もらえるように日々向上し

ていきたいと思います。

てら   い     え  み  こ

寺井 恵美子

今

医事管理部長補佐

物や設備の維持管理は

もちろんのこと、さらに

待合や各部屋の環境の向上

にも力を入れ、患者様から「良

くなったね」と評価頂けるよ

うに頑張りたいと思います。

建

松 田 雅 樹
まつ   だ   まさ   き

管理課長

調に気をつけて常に笑

顔で患者様に接し、会計

に関しても「正確、迅速、確認

第一」を心がけ、ご迷惑をお

かけしないよう頑張ります。

体

た  なか  み  え  こ

田 中 美栄子医事課担当

るい笑顔で患者様・ご家

族に安心していただき、

信頼される医事のエキスパ

ートを目指したいと思います。

明

まえ  かわ  ひと   み

前 川 仁 美医事課副主任

たに稼動し
た医事会計

システム、今
後稼動予定

のオーダリン
グ・電子カルテ

が、

より使いや
すいシステ

ムに

なるよう努力
します。

新

やま  もと
  よう  す

け

山 本 洋 介
医事課副主任

年は、循環器の検査を

更に充実してゆきたい

と思います。皆様のご期待

にお応えできますように、

頑張ります。

今

内科医師

(循環器)堀 田 孝 裕
ほり   た   たか  ひろ

の看護師に出会えて良

かった」と思ってもらえ

る看護師をめざしています。今、

手話も勉強中です。お気軽に

声をかけてください。

いがらし

五十嵐まゆみ

こ

看護部副主任

(外来)

｢

者様に喜んでいただく

ことが私たちの喜び」そ

のことをどうしたらもっと

豊かにできるか、みんなで考

え実践していきたいと思い

ます。

サービス支援室室長
 き   くら

木倉 スミ子

患
｢丈夫ですよ」と、自信

と責任をもってお伝え

できるよう、今年も絶えず、

診療技術と心を磨いてゆき

ます。

大

消化器科医師
かわ   い       さとる

河 相   覚

｢のあるところに薬剤師

あり」患者様が薬につ

いて不利益を受けることの

ないよう、薬剤師全員で取

り組んでいきます。

薬剤課課長
 の    じま         めぐみ

野 島   恵

薬
｢

み慣れた家で、安心し

て生活ができるよう、

24時間対応しいつでも患者

様に寄り添った看護をお届

けしたいと思います。

かわ  すじ   ひろ   み

川 筋 博 美

住

訪問看護ステーションこころ

副主任



　
真
生
会
富
山
病
院
で
は
、今
年
５
月
か
ら
本

格
的
に
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
始
ま
り
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
と
は
、今
ま
で
医
師
が
紙
の
カ
ル

テ
に
手
書
き
で
記
入
し
て
い
た
も
の
を
、パ
ソ

コ
ン
に
入
力
し
て
記
録
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
先
行
し
て
、
２
月

14
日
に
は
「
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
、

３
月
14
日
に
は
「
検
査
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
「
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
が
始
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
院
内
処
方
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
は
医
師
が
カ
ル
テ
に
処
方
内
容
を

記
入
し
、そ
れ
を
医
事
課
職
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
入
力
し
て
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
た
も

の
が
、
導
入
後
は
診
察
室
で
医
師
が
薬
の
処

方
を
行
っ
た
時
点
で
即
座
に
院
内
の
薬
局
に

デ
ー
タ
が
送
信
さ
れ
、現
在
よ
り
も
早
い
段
階

で
薬
剤
師
が
調
剤
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
お
薬
の
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
院
外
処
方
の
場
合
も
、
こ
れ
ま
で
は
医
師

が
カ
ル
テ
を
書
き
、
そ
れ
を
医
事
課
職
員
が

入
力
し
、そ
れ
を
医
師
が
確
認
し
た
上
で
、処
方

箋
を
印
刷
し
患
者
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
し

た
が
、
導
入
後
は
、
診
察
室
で
医
師
が
患
者
様

に
そ
の
場
で
院
外
処
方
箋
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
現
在
よ
り
患
者
様
の
待
ち

時
間
に
と
も
な
う
ご
負
担
を
軽
減
で
き
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
検
査
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
で
も
、

医
師
が
診
察
室
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
検
査
の
指

示
を
出
し
た
時
点
で
検
査
室
に
直
接
検
査
の

指
示
が
伝
達
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
査
伝
票
を

運
搬
す
る
手
間
が
省
か
れ
、
待
ち
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
手
作
業
に
よ
る

記
載
ミ
ス
や
記
載
漏
れ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、

医
療
安
全
の
向
上
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
カ
ル
テ
は
各
科
ご
と
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
電
子
カ
ル
テ
で
は

病
院
全
体
の
カ
ル
テ
が
統
一
さ
れ
ま
す
。
他

科
で
受
け
た
診
察
の
内
容
を
合
わ
せ
て
診
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
く
正
確
な
情
報
を

も
と
に
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
、

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
万
全
の
体
制
で
患
者
様
に
安
心
と

ご
満
足
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

快
適
、効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
環
境
を
つ
く
る

総
合
診
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築

電
子
カ
ル
テ
に
連
動

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

開
院
以
来
、
真
生
会
富
山
病
院
が
培
っ
て
き
た
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
生
か
し
、
独
自
に
構
築
し
た
「
総
合
診
療
シ
ス
テ
ム｣

。

集
約
、
共
有
さ
れ
た
情
報
の
も
と
に
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
、

医
療
の
質
の
向
上
と
患
者
様
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ

　「
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
っ
て
何
？
」
皆
さ
ん

に
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
」（
以
下
パ
ス
と
略
し
ま

す
）
と
は
、
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
入
院
患
者

様
の
治
療
工
程
を
記
し
た
工
程
表
を
言
い
ま

す
。
喩
え
て
い
い
ま
す
と
、
自
動
車
を
作
る
場

合
、
エ
ン
ジ
ン
の
組
み
立
て
、
ボ
デ
ィ
の
組
み

立
て
、
板
金
塗
装
な
ど
色
々
な
工
程
が
必
要

で
、
多
く
の
人
が
そ
の
中
に
関
わ
っ
て
き
ま

す
。
ど
こ
か
一
つ
の
工
程
が
抜
け
て
も
、
自
動

車
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
誰
に
で
も

判
る
そ
の
工
程
を
記
し
た
工
程
表
が
、
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
我
々
医
療
従
事
者
な
ら
、

患
者
様
を
治
療
し
て
早
く
元
気
に
退
院
し
て

頂
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
そ
の
工
程
に
は
、
診

断
に
必
要
な
検
査
、
治
療
に
必
要
な
点
滴
や

投
薬
、
ま
た
、
食
事
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
色
々
な

も
の
が
関
係
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
同
時

進
行
し
て
、
し
か
も
最
短
で
退
院
と
い
う
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
実
は
な
か
な
か
大

変
な
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
医
師
だ
け
で
な

く
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
そ
の
他
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
を
含
め
て
、
同
じ
認
識
を
持
っ
て
治
療

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
治

療
工
程
を
記
し
た
表
が
あ
れ
ば
、
病
気
に
よ

っ
て
、
入
院
さ
れ
て
か
ら
ど
ん
な
検
査
を
し

て
、
ど
の
様
な
治
療
を
し
、
い
つ
頃
退
院
で
き

る
の
か
を
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
把
握
し
、
患
者

様
に
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患
者

様
に
と
っ
て
先
の
見
え
る
、
安
心
の
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
で
も
、
車
の
種
類
が
違
え
ば
、

関
係
す
る
工
程
が
違
っ
て
く
る
の
と
同
様
に
、

医
療
に
お
い
て
も
、
そ
の
病
気
ご
と
に
違
う

パ
ス
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

当
院
で
は
現
在
23
の
パ
ス
（
白
内

障
、
虫
垂
炎
、
糖
尿
病
、
胃
ろ
う
造

設
な
ど
多
数
）
を
完
成
さ
せ
、
使
用

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
パ
ス
の
種

類
を
増
や
し
て
、
更
に
色
々
な
病

気
に
対
応
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、

現
在
、
当
院
の
電
子
カ
ル
テ
化
に

伴
い
、
電
子
カ
ル
テ
で
も
使
え
る

よ
う
な
パ
ス
に
改
訂
し
て
お
り
ま

す
。
患
者
様
に
、
安
心
と
ご
満
足
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
な
「
よ
り
よ

い
パ
ス
」
を
作
る
た
め
に
、
パ
ス
委

員
は
日
夜
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

６７

土 田 史 高

情報室

ク

リ

ニ

カ

ル

ス

員

会

委

パ

活

動

報

告

●

●

●

●

●

●

当院で実施可能な質の高い医療、看護ケ
アを計画的に提供できます
患者様やご家族の方にわかりやすい医療
を提供できます
必要な医療、看護ケアの確認と医療事故
防止につなげます
チーム医療の促進と連携を図ることがで
きます
業務の効率化と標準化された医療の提供
が可能となります
患者様の満足度の向上と在院日数が短縮
されます

クリニカルパスの利点

クリニカルパスの定義

一定の疾患や疾病を持つ患者に対して、入

院指導、患者のオリエンテーション、検査、

ケア処置、検査項目、退院指導などをスケ

ジュール表にまとめてあるもの

東京医科歯科大学医学部助教授  阿部俊子

 ほり  た   たか  ひろ

堀 田 孝 裕

内科医師

者様とのコミュニケー

ションを通し、より良

い看護・技術を提供し笑顔

になって頂けるよう援助し

ます。

患

看護部主任

(内視鏡室)

くすのき         さ   なえ

楠   早 苗

者様に安心して手術を

受けていただけるように、

手術前の説明をしっかり行

っていきたいと思います。

患

看護部主任

(手術室)

か  わい

河 相 てる美

域の皆様の療養生活を

支援していけるように

気持ちを新たにがんばって

いきたいと思います。

地

 看護部副主任

(ケアマネジャー) 能 町 小百合
のう  まち   さ  ゆ  り

年も正確
で迅速な

仕事

を心掛け
、今まで

以上に

患者様に
信頼して

頂けるよ

うに努め
ていきた

いと思い

ます。

今

つち  
 や   

けい  
 こ

土 谷 佳
子

医事課副
主任

者様に安心・ご満足頂く

医療サービスを提供で

きる様、正確な業務、和顔愛

語に努め頑張りたいと思い

ます。

患

うら  の    ち    え

浦 野 千 絵医事課副主任

者様が来院され、帰宅されるまで医事課が関わっています。そのお一人お一人に安心、満足を提供できるように頑張りたいと思います。

患

いし くろ   と  も  こ石 黒 外茂子
医事課担当

まざまな法務手続き、各

関係行政への対応、広報

業務として地域への保健活

動（糖尿病教室等）や患者様

への情報提供など多種にわ

たる業務を正確に実行して

いきます。

さ

庶務課長

さ えき よし あき

佐 伯 義 昭

者様が安心、満足のいく

入院生活を送られ、不安

なく退院を迎えて頂くこと

ができるよう、スタッフ皆で

サポートしていきたいと思

います。

患

かみ じょう たか   こ

上 條 孝 子
 看護部師長

(さくら病棟)

年は「連携・正確に確認・

働きやすい環境作り」を

目指します。また、外来の待

ち時間の改善に向けて各科

の連携をはかっていきたい

と思います。

今

ば     ば   あい    こ

馬 場 愛 子
看護部主任

(外来)

者様の満足を最優先に

考え、それを具現でき

る技術を磨きます。

患

 え   もり       のぼる

恵 森   登歯科医師

年も、いじめや虐待に
よる子どもの被害が少

しでも少なくなるよう、診療、
啓発に力を注ぎたいと思い
ます。

今

あけ  はし  だい   じ

明 橋 大 二
心療内科医師

年は、より一層地域の

皆様のニーズにお応えし、

お役に立てるよう、泌尿器

科を発展させたいと思います。

今

泌尿器科医師
よこ  やま   とよ  あき

横 山 豊 明

年は、専門分野の肩、膝

手術をさらにスキルア

ップすることと、病院になっ

てからの骨折手術の予後な

どをまとめ、今後の診療にフ

ィードバックしてゆきたい

と思います。

今

整形外科医師
おお   た      さとる

太 田 悟

を未然に防ぎ、心身と

もの健康を応援して、

地域住民の皆様から愛され

る病院を目指します。

病

 内科医師

(東洋医学)

 し   みず  かず  ひこ

清 水 和 彦

年は飛躍の年。消化器

診療、栄養サポートチ

ーム(ＮＳＴ)の質の向上に

尽力致します。

今

消化器科医師
しん  の    えい   じ

真 野 鋭 志

携を密にして、心の行

き届いた手術室看護を

提供し、患者様に安心して

手術を受けていただけるよ

うに努めます。

連

看護部副主任

(手術室)

あけ  もと  けい   こ

明 元 佳 子

洋医学だけでなく和漢

療法にも精通して「患

者様の満足」を第一に努め

てゆく一年にしたいと思い

ます。

西

消化器科医師
ひら   な   ひろ   ふみ

平 名 浩 史

たお世話になりたい」

と思っていただけるよう、

心のこもった温かい看護を

お届けしたいと思います。

看護部副部長
き  だ   ま   ゆ   み

木田 真由美

ま
｢

 つち  だ   ふみ  たか



虫
歯
の
な
い
歯
で
い
る
た
め
に
は
、
予
防
を

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
特
に
、

こ
ど
も
の
歯
か
ら
大
人
の
歯
へ
生
え
代
わ
る

時
期
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
見
つ
け
て
、
相
談
し
な

が
ら
、
保
護
者
が
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
で

予
防
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

最
先
端
の
医
療
技
術
で
安
心
の
治
療
を
。

当
院
の
透
析
室
は
昨
年
12
月
に
開
設
致

し
ま
し
た
。
現
在
は
糖
尿
病
か
ら
透
析

を
導
入
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
透

析
を
行
っ
て
い
る
方
は
一
生
透
析
が
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、
患
者
様
と
は
長
い

お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
特
に
糖
尿

病
は
生
活
習
慣
病
と
も
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
透
析
を
行
っ
て
い
て
も
自
己
管

理
は
大
切
で
す
。
内
科
や
食
膳
課
と
も

協
力
し
な
が
ら
安
心
し
て
真
生
会
で
透

析
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
透
析
ス
タ
ッ
フ
一
同
患
者
様
の

健
康
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
む
し
歯
予
防

Ｑ
こ
ど
も
の

む
し
歯
の
特
徴
は
？

Ｑ
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
は
？

１
～
２
歳
に
か
け
て
は
上
の
前
歯
が
、
２
～
３

歳
は
奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
の
溝
、
４
歳
頃
は
い

ち
ば
ん
奥
と
そ
の
手
前
の
奥
歯
と
接
し
て
い
る
部
分

が
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
、
６
歳
前
後
で
は
、
は
え
た

ば
か
り
の
奥
歯(

６
歳
臼
歯)

の
溝
の
と
こ
ろ
が
む
し

歯
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
年
齢
に
応
じ
た
む

し
歯
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
は
む
し
歯

予
防
の
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
ど
も
に
、
む
し
歯
の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
む
し
歯
に
対
し
て
は
全
く
無
防
備
な
状
態

で
す
。
む
し
歯
か
ら
こ
ど
も
を
護
れ
る
の
は
、
保
護
者

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
知
識
と
考
え
が
む
し

歯
の
で
き
方
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
助
言
し
て
く
れ

る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
こ
ど
も
に
む
し
歯
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ＱＱＡＡ
＆

ＡＱ
む
し
歯
の
進
行
止
め
を
塗
っ
た
の
で
安
心
？

進
行
止
め
は
、
む
し
歯
の
進
行
を
完
全
に
止
め

る
も
の
で
も
む
し
歯
を
治
す
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
進
行
を
遅
く
す
る
も
の
で
す
。
安
心
し
て
放
っ

て
お
く
と
大
き
な
む
し
歯
に
…
。
塗
っ
て
様
子
を
見

る
と
言
わ
れ
た
の
で
し
た
ら
、
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
定

期
検
診
に
通
い
ま
し
ょ
う
。

Ａ Ａ

９ ８

内科医師
 ふた   むら  あき  ひろ

二 村 明 広

腎臓・循環器疾患、腎炎
ネフローゼ疾患･透析治療

【専門分野】

日本内科学会内科認定医
日本腎臓病学会認定医
日本透析医学会認定医
医学博士

【認定医・専門医】

看護師 越 前 清 美
えち  ぜん  きよ   み  

透析治療開始にあたって

こ
ど
も
の
む
し
歯

歯科医師

花 崎 広 子
はな  さき  ひろ   こ

専門分野：歯科一般

          小児歯科

人工透析は、おもに尿毒症や腎不全の

患者様に対してなされる治療です。

１回が４時間の治療を週３回受けてい

ただかなければなりません。しかも毎

回の透析は決して楽なものではありま

せん。本当に忍耐が必要な治療です。

しかもそれ以上に透析のない日の健康

管理が重要です。食事制限をはじめ、

合併症がありますから薬の数も半端で

はありません。血圧上昇や体重増加を

可能なかぎり抑えてようやく透析治療

が始められるのです。透析治療で元気

になったと言われますが、当然ご本人

や家族の努力があってのことです。透

析を受けにこられた患者様に、安心し

て治療を受けて頂けるように、スタッ

フは心よりお迎えし、

最先端の医療技術

をもってお応えし

たいと思います。

　
幼
児
期
に
、
虫
歯
予
防
を
考
え
る
時
の
ポ

イ
ン
ト
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
親
が
ま
ず
自
分
の
口
腔
内
を

き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

口
の
中
の
細
菌
は
家
族
内
感
染
す
る
か
ら
で

す
。
幼
児
の
世
話
を
す
る
人
か
ら
１
歳
半
～

２
歳
半
の
子
供
に
感
染
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
個
人
特
有
の
口
腔
内
細
菌
叢
と
し
て
定
着

し
ま
す
。
口
腔
内
に
虫
歯
菌
が
多
い
親
か
ら

子
供
の
口
の
中
に
そ
の
ま
ま
虫
歯
菌
が
移
り

棲
み
ま
す
。
虫
歯
菌
の
定
着
に
は
砂
糖
の
存

在
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で
２
つ
目
に
、
お
や
つ

の
管
理
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
親
か
ら

虫
歯
菌
を
も
ら
っ
て
も
、
砂
糖
の
摂
取
が
ゼ

ロ
な
ら
ば
子
供
の
口
腔
内
に
定
着
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
定
着
し
て
し
ま

っ
て
い
る
場
合
で
も
、
砂
糖
が
無
け
れ
ば
細

菌
は
活
動
で
き
ず
、
虫
歯
を
造
る
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
、
果
物
・
お
に
ぎ
り
・
チ

ー
ズ
な
ど
の
砂
糖
の
入
っ
て
い
な
い
お
や
つ

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、20
分
以
上
ダ
ラ
ダ
ラ

と
続
け
て
口
の
中
に
甘
い
お
や
つ
が
入
っ
て

い
る
と
、
虫
歯
に
な
る
危
険
率
が
上
が
り
ま

す
。
お
や
つ
は
20
分
以
内
に
終
わ
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
つ
目
が
、
就
寝
前
の
歯
磨
き
で
す
。
就
寝

中
は
、
唾
液
の
出
方
が
少
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
、
口
腔
内
が
細
菌
の
活
動
に
丁
度
良
い

環
境
に
な
り
ま
す
。
寝
て
い
る
間
に
虫
歯
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
就
寝
前
に
口
腔
内
の

細
菌
数
を
歯
磨
き
で
減
ら
す
こ
と
は
最
重
要

で
す
。
ま
た
、
唾
液
中

に
微
量
の
フ
ッ
素
が

あ
る
と
、
虫
歯
に
な
り

に
く
い
じ
ょ
う
ぶ
な

歯
を
造
り
ま
す
。
就
寝

前
の
歯
磨
き
時
に
、
フ

ッ
素
を
併
用
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
虫
歯
が
出
来
難
い

口
腔
内
細
菌
叢
を
定

着
さ
せ
る
の
が
、
予
防

の
近
道
で
す
。
き
れ
い

な
口
腔
内
を
維
持
す

る
為
に
、
詳
し
い
こ
と

を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
当
院
歯
科
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
う

そ
う

透析装置

採光とプライバシーに配慮された環境

の中で、信頼性の高い透析装置で治療が

おこなわれます。装置には自動血圧測定

計が内蔵され、血圧の変化を自動的に測

定します。より安全・安心な装置を導入

することにより、異常が発生してもすぐ

にわかる体制を整えています。

逆浸透圧精製装置を導入し、エン

ドトキシンや細菌が検出されない、

クリーンな透析液を使用してい

ます。

透析中くつろいでいただけるよ

うに、各ベッドには液晶テレビを

設置しています。お好みの番組を

自由に鑑賞していただけます。

ご希望の方には、透析食をご用意

しています。630円(実費)は患者

様負担となります。患者様それぞ

れの状態にあった食事を提供で

きるよう努めています。

高性能の透析液供給システム装置液晶テレビを設置食事の提供

人工透析治療がスタート

歯の形や歯並び､口の中の状態を､

歯科医に教えてもらい､みがき

方のアドバイスを受けましょう。

●歯の形や歯並びを知る

歯についたむし歯や歯周病の原

因となる歯垢のたまりやすいと

ころは重点的にみがきます。

●歯みがきのポイントを知る

かみあわせ面の小さい溝

の汚れをかき出すように

動かします。

奥歯のかみあう面

歯と歯ぐきの境い目 歯と歯の間

毛先で歯と歯の間をと

らえ、押し出すように

動かします。

道具を上手に使う

毛先を歯と歯ぐき

の境い目にあて、

小きざみに動かします。

指２本分くらいの小さめ

の弾力性のある毛先の歯

ブラシを選び､歯ブラシ

以外の道具も上手に組み合せ使います。

嫌がってかわいそうだからといって、手を抜いてしまうと虫歯に
なってもっとかわいそうな事になります。どうしても嫌がるとき
は、ガーゼなどで拭いてあげるだけでもかなり効果があります。
歯ブラシを持って、「はみがき♪はみがき♪しゃこしゃこしゃこ♪」
と、お母さんと歯ブラシごっこをするように楽しくしましょう。

就寝前の歯磨きに手抜きは禁物!!

エナメル質が溶けて
できた穴が象牙質に
まで達する。

② Ｃ2

細菌感染が歯髄まで
及び、歯髄炎、歯根
膜炎を起こす。

③ Ｃ3

歯冠部が破壊され、
歯根だけが残る。

④ Ｃ4

酸によってエナメル
質が溶け始める。

歯そう骨

① Ｃ1
エナメル質
象牙質

歯肉
歯髄

虫歯の進み方
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一 言ちょっと

真生会富山病院看護部の活動を紹介します。

 私のお勧めのお店はイータウン

のFOOD LAND内にある『たこ櫓』

です。ここのたこ焼きは大ぶり

で中はとろとろ、たこも大きめ

で食べ応え満点。たまに無性に

たこ焼きが食べたくなることが

あるのですが、病院の近くにお

いしいたこ焼き屋さんができて

頻繁に購入させてもらってます。

好きなソースとマヨネーズを選

ぶことが出来ます。私のオスス

メは特選ソースにからしマヨネーズの組み合わせです。

一度お試しあれ!!　やみつきになりますよ。

野 崎 春 奈

診療放射線技師
の ざき はる な

患
者
様
に
安
心･

満
足
の

質
の
高
い
医
療･

看
護
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

看
護
記
録
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

SP
OT

リレ
ー

私
のお
すす
め

滑川市のプラント３や新潟県にも店
舗をもつ、たこ焼き専門店。「たこが
入っていなくても『うまい!』といっ
ていただける素材とソース、火の通
し具合が自慢です。たっぷりのねぎ
と大きい上物のたこを入れた『ねぎ
たこ』大きいので全体が均一な硬さ
にならず、外はパリッとして中はと
ろ～りとした食感。たまらない一品
です。」と語る、店長の片岸博幸さん。

　
看
護
部
記
録
部
会
は
、
看
護
記

録
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
部
会
で
す
。

以
前
の
看
護
記
録
は
看
護
者
が
情

報
を
記
す
も
の
で
し
た
が
、
最
近

の
動
向
と
し
て
は
、
「
看
護
職
の
た

め
の
記
録
か
ら
、
患
者
様
の
た
め

の
記
録
へ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

記
録
開
示
の
動
き
に
伴
い
、
医
療
者

以
外
に
、
患
者
様
や
ご
家
族
が
参
照

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
簡
潔
明

瞭
な
記
録
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
見
据
え
、

私
た
ち
記
録
部
会
で
は
、
看
護
記

録
基
準
を
作
成
し
、
誰
が
見
て
も

理
解
で
き
、
質
の
高
い
看
護
が
お

届
け
で
き
る
よ
う
記
録
の
書
き
方

の
統
一
を
図
り
、
看
護
記
録
の
改

良
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

看
護
記
録
に
は
６
つ
の
目
的
が
あ

り
ま
す
。

�

１
、
看
護
実
践
内
容
の
記
録
で
あ

 
 
 
 

る
こ
と

 

２
、
看
護
の
実
施
内
容
を
証
明
す

 
 
 
 

る
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と

 

３
、
看
護
実
践
を
評
価
し
、
看
護

 
 
 
 

の
質
の
向
上
を
目
指
す
た
め

 
 
 
 

の
も
の
で
あ
る
こ
と

 

４
、
医
療
チ
ー
ム
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

 
 
 
 

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る

 
 
 
 

こ
と

 

５
、
医
療
従
事
者
の
教
育
・
研
究

 
 
 
 

の
資
料

 

６
、
法
律
上
の
諸
問
題
に
対
す
る

 
 
 
 

証
拠
書
類
と
な
る
も
の

以
上
の
目
的
を
果
た
し
、
患
者
様

に
お
届
け
し
て
い
る
看
護
実
践
が

本
当
に
的
確
で
必
要
な
看
護
で
あ

っ
た
か
を
、
看
護
記
録
を
通
じ
て

評
価
し
、
よ
り
一
層
質
の
高
い
医

療
・
看
護
を
お
届
で
き
、
患
者
様

に
安
心
・
満
足
し
て
頂
け
る
看
護

記
録
の
充
実
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

定例部会の様子

　
私
達
さ
く
ら
病
棟
の
看
護
助
手
は
、

患
者
様
が
入
院
さ
れ
た
時
の
ご
案

内
か
ら
、
退
院
さ
れ
た
あ
と
の
ベ
ッ

ド
の
片
づ
け
ま
で
、
患
者
様
に
安
心

し
て
快
適
な
入
院
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
日
々
の
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
心
の
こ
も
っ
た
対
応
に

こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
和
顔
愛
語
」を
実
践
し
、

信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
く
ら
病
棟
看
護
助
手

中道裕子天野寛子
あま の  ひろ こ

高木人美
たか ぎ  ひと み

後田小夜子 島田美代子
しま だ   み  よ  こごう だ   さ  よ  こ

なか みち ゆう  こ
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富
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
平
成
元
年
、
内
科
、
外
科
を
標

榜
科
目
と
し
、
炭
酸
泉
療
法
、
全
館
禁
煙
、
談
話
室
の
設

置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
な
ど
、
新
し
い
感
覚
で
、
時
代

を
先
取
り
し
た
富
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
南
太
閤
山
郵
便

局
に
隣
接
す
る
閑
静
な
住
宅
街
に
開
業
し
ま
し
た
。

　
炭
酸
泉
療
法
は
、
花
王
の
協
力
を
得
て
、
信
州
大
学
と

２
ヵ
所
で
始
め
ら
れ
、
神
経
痛
、
関
節
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な

ど
、
血
流
障
害
の
患
者
さ
ん
が
利
用
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ

な
病
状
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
花
王
の
研
究
開

発
に
よ
っ
て
「
花
王
の
バ
ブ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在

も
炭
酸
泉
療
法
の
優
れ
た
効
用
が
口
コ
ミ
で
話
題
と
な

り
多
く
の
喜
び
の
声
が
届
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
富
川
院
長
は
、
旧
富
山
医
科
薬
科
大
学
の
第
一
外
科

で
、
脳
外
科
か
ら
消
化
器
、
肺
、
血
管
、
心
臓
、
整
形
外
科

的
な
こ
と
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
を
経
験
し
ま
し
た
。

今
は
、
患
者
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
時
間
が
不
可

欠
で
あ
る
と
富
川
院
長
は
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
病
状
や
所
見
を
重
視
し
、
患
者
さ
ん
の
目
線
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
検
査
や
治
療
が
必
要
と
考
え

ら
れ
た
時
に
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
と
も
連
携
を
取
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
真
生
会
富
山
病
院
で
は
、
吉
田
良
昌

先
生
は
じ
め
、
専
門
医
の
先
生
方
の
お
力
添

え
を
得
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ん
か
ら
も
と
て
も
よ
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
小
さ
な
病
院
に
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
連
携
に
よ

っ
て
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

医
療
を
提
供
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

い
う
の
が
本
音
で
す
ね
。
真
生
会
富
山
病

院
の
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
診
療
所
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
で
す
ね
。
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
富
川
院
長
の
月
１
～
２

回
の
休
日
は
、
ひ
と
り
で
離
島
を
巡
る
こ
と
。「
日
本
に

６
８
０
０
の
離
島
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な
限
り
出
か
け

ま
す
。
た
ま
に
、
自
転
車
を
持
っ
て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
行
動
範
囲
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
離
島
へ
の
好
奇
心

が
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
好
き
で
す
ね
。
ひ
と
り
で
行
く
か

ら
い
い
で
す
ね
。
心
の
充
足
に
…
。｣（
笑
）
い
ろ
い
ろ
な
島

へ
ひ
と
り
で
行
く
の
が
何
よ
り
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
２
年
に
１
回
、「
合
唱
団
を
呼
ん
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
『
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
支
援
し
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
の
収
益
金
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
」
医
療
と
音
楽
を

通
し
て
、
地
域
の
人
を
大
切
に
、
地
域
の
人
の
輪
が
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
広
が
っ
て
い
る
の
が
感
じ
と
れ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
身
近
に
何

で
も
相
談
で
き
る
富
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
存
在
は
、
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
緊
急
時
や
日
々
の
健
康
管
理
に
も
心

強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
患
者
さ
ん
に
ふ
さ
わ

し
い
医
療
で
患
者
さ
ん
を
救
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る

富
川
院
長
の
意
気
込
み
が
医
療
の
新
し
い
道
を
開
い
て

い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

★★

↓至小杉IC

橋下条
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イータウン

↓
至
高
岡

↑
至
富
山
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営業時間：午前10時～午後10時

年中無休、駐車場完備

たこ櫓 
射水市本開発代官免11番

イータウンフードランド内

TEL 0766-55-5589

やぐら

やぐら

　地域医療連携とは、地域の医療機関が相互に円滑

な連携を図り、それぞれの持っている機能を有効に

活用し、患者様に継続性のある適切で安心できる医

療サービスを提供できるようにするシステムです。

各医療機関が得意とする機能を十分発揮し、紹介や

逆紹介、医療機器の共同利用などを通してその役割

を分担していこうというものです。

　医療連携には、病院―病院（病院連携）、病院―診療

所（病診連携）、診療所―診療所（診診連携）など種々

の形態があります。医療連携が十分に機能すると、

患者様側には、

●かかりつけ医と病院医師との連絡が密で安心できる

●病状に応じた適切な医療が受けられる

●目的とする診療科を直接受診できるので待ち時間が

　短くなる

●入退院がスムーズになり、入院期間も短縮できる

といったメリットがあります。

診療所の先生方にとっては、

●高度医療を必要とする患者様が適切な病院にすぐ入

　院できる

●高度な医療機器が利用できる

●紹介した患者様に関する詳細な情報が得られる

●病院からの逆紹介が円滑になる

などの利点があります。

　当院では、診療所の先生方と学術講演会や懇親会な

どを開催してお互いの交流を深めています。今後さら

に業務内容を充実させてまいります。

富川クリニック
内科･外科･炭酸泉療法･往診

院長  富 川 正 樹

診療時間 �平日ＡＭ�8：30～12：30

� ＰＭ15：00～18：30

� 土曜ＡＭ�8：30～12：30

休 診 日�日曜・祝日・土曜日午後

射水市南太閤山3丁目1-15

TEL 0766-56-7373

内科医師

地域医療部長

専門分野：呼吸器疾患一般

日本内科学会内科専門医

日本呼吸器学会指導医

医学博士

吉 田 良 昌
よし だ よし まさ

安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
を
こ
め
て

地域医療最前線

開業医訪問

医療連携で地域を支える
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